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大注目！
大注目！

　表紙写真…3 月 23 日（日）小値賀港にて　表紙写真…3 月 23 日（日）小値賀港にて



※
こ
こ
か
ら

※
こ
こ
か
ら

　
　
　
　

  

動
画
が
見
ら
れ
ま
す
！

動
画
が
見
ら
れ
ま
す
！

(2)(3)

定例三月会定例三月会議議ッ！ッ！

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
大
幅
減
で
完
了
！
そ
の
出
来
栄
え
は
？

　
　
　
大
幅
減
で
完
了
！
そ
の
出
来
栄
え
は
？

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　     

     

主
な
や
り
と
り

主
な
や
り
と
り

令和７年３月７日〜 17 日まで令和７年３月７日〜 17 日まで
令 和 ７ 年 度 予 算
令 和 ７ 年 度 予 算

　  全 員 賛 成 で 可 決 ！
　  全 員 賛 成 で 可 決 ！

問
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
の
大
幅
減

問
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
の
大
幅
減

額
の
理
由
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
評
価

額
の
理
由
と
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
評
価

を
伺
う
。

を
伺
う
。

答答
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
を
選
定
し

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
を
選
定
し

た
結
果
、予
定
価
格
よ
り
安
価
に
な
っ
た
。

た
結
果
、予
定
価
格
よ
り
安
価
に
な
っ
た
。

見
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
る
。

見
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
る
。

問問Google
Google

検
索
結
果
か
ら
の
リ
ン
ク
切

検
索
結
果
か
ら
の
リ
ン
ク
切

れ
が
発
生
し
て
い
る
が
解
消
さ
れ
る
か
。

れ
が
発
生
し
て
い
る
が
解
消
さ
れ
る
か
。

答答
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
改
善
方
向
で

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
改
善
方
向
で

検
討
し
た
い
。

検
討
し
た
い
。

問
小
値
賀
町
担
い
手
公
社

問
小
値
賀
町
担
い
手
公
社  

運
営
費
補
助

運
営
費
補
助

金
（
担
い
手
確
保
育
成
事
業
分
）
の
減
額

金
（
担
い
手
確
保
育
成
事
業
分
）
の
減
額

理
由
は
、
担
い
手
不
在
に
よ
る
も
の
か
。

理
由
は
、
担
い
手
不
在
に
よ
る
も
の
か
。

　
ま
た
、
確
保
の
た
め
の
具
体
的
取
り
組

　
ま
た
、
確
保
の
た
め
の
具
体
的
取
り
組

み
を
伺
う
。

み
を
伺
う
。

答答
減
額
は
研
修
生
不
在
に
よ
る
も
の
だ
。

減
額
は
研
修
生
不
在
に
よ
る
も
の
だ
。

　

研
修
生
確
保
は
厳
し
い
現
状
だ
が
、

　

研
修
生
確
保
は
厳
し
い
現
状
だ
が
、

フ
ェ
ア
参
加
や
Ｈ
Ｐ
募
集
な
ど
、
連
携
を

フ
ェ
ア
参
加
や
Ｈ
Ｐ
募
集
な
ど
、
連
携
を

強
化
し
取
り
組
む
。

強
化
し
取
り
組
む
。

　

な
お
、
特
定
対
象
へ
の
積
極
的
ア
プ

　

な
お
、
特
定
対
象
へ
の
積
極
的
ア
プ

ロ
ー
チ
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

ロ
ー
チ
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

問
柳
漁
港
改
修
工
事

問
柳
漁
港
改
修
工
事  

測
量
設
計
業
務
委

測
量
設
計
業
務
委

託
料
が
大
幅
減
額
し
た
理
由
は
。

託
料
が
大
幅
減
額
し
た
理
由
は
。

答
の
り

答
の
り
面
保
護
部
分
の
財
源
（
過
疎
債
適

面
保
護
部
分
の
財
源
（
過
疎
債
適

用
）
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
減
額
し

用
）
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
減
額
し

た
。
令
和
７
年
度
予
算
で
計
上
す
る
。

た
。
令
和
７
年
度
予
算
で
計
上
す
る
。

問
松
く
い
虫
被
害
木
処
理
等

問
松
く
い
虫
被
害
木
処
理
等  

業
務
委
託

業
務
委
託

料
の
減
額
理
由
は
。
業
者
能
力
が
理
由
で

料
の
減
額
理
由
は
。
業
者
能
力
が
理
由
で

の
減
額
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

の
減
額
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答答
処
理
対
象
減
に
加
え
、（
清
算
）

処
理
対
象
減
に
加
え
、（
清
算
）  

入
札
入
札

前
だ
が
今
後
の
作
業
可
能
量
を
２
０
０
㎥

前
だ
が
今
後
の
作
業
可
能
量
を
２
０
０
㎥

と
見
込
ん
で
減
額
し
た
。

と
見
込
ん
で
減
額
し
た
。

問
大
型
定
置
網
設
置
後
の
操
業
状
況
は
。

問
大
型
定
置
網
設
置
後
の
操
業
状
況
は
。

答答
漁
獲
量
は
着
実
に
取
れ
、
網
の
損
傷
も

漁
獲
量
は
着
実
に
取
れ
、
網
の
損
傷
も

減
り
安
定
操
業
で
き
て
い
る
。

減
り
安
定
操
業
で
き
て
い
る
。

問
小
値
賀
空
港
を
活
用
し
た
、
着
地
型
旅

問
小
値
賀
空
港
を
活
用
し
た
、
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
業
務
委
託
料
の
減
額
理
由

行
商
品
造
成
業
務
委
託
料
の
減
額
理
由

は
。
は
。

答答
空
港
の
誘
導
灯
故
障
で
使
用
不
可
と
な

空
港
の
誘
導
灯
故
障
で
使
用
不
可
と
な

り
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
中
止
し
た
た
め
。

り
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
中
止
し
た
た
め
。

問
故
障
の
状
況
と
来
年
度
の
見
込
み
、
ま

問
故
障
の
状
況
と
来
年
度
の
見
込
み
、
ま

た
ヘ
リ
運
航
へ
の
影
響
を
伺
う
。

た
ヘ
リ
運
航
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答答
来
年
度
活
用
で
き
る
よ
う
工
事
予
定

来
年
度
活
用
で
き
る
よ
う
工
事
予
定

だ
。
だ
。

　
緊
急
ヘ
リ
は
離
着
陸
可
能
だ
が
、
通
常

　
緊
急
ヘ
リ
は
離
着
陸
可
能
だ
が
、
通
常

使
用
は
不
可
と
な
っ
て
い
る
。

使
用
は
不
可
と
な
っ
て
い
る
。

　
医
師
ヘ
リ
欠
航
は
、
ヘ
リ
の
故
障
が
原

　
医
師
ヘ
リ
欠
航
は
、
ヘ
リ
の
故
障
が
原

因
だ
。

因
だ
。

問
旧
小
西
邸
石
垣
崩
落
へ
の
対
応
方
針

問
旧
小
西
邸
石
垣
崩
落
へ
の
対
応
方
針

と
、
復
旧
工
事
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
伺

と
、
復
旧
工
事
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
伺

う
。
う
。

答答
緊
急
の
崩
落
防
止
工
事
は
発
注
済
み

緊
急
の
崩
落
防
止
工
事
は
発
注
済
み

だ
。
本
格
的
な
復
旧
方
法
は
未
定
で
、
文

だ
。
本
格
的
な
復
旧
方
法
は
未
定
で
、
文

化
庁
の
指
導
を
仰
ぐ
予
定
だ
。

化
庁
の
指
導
を
仰
ぐ
予
定
だ
。

問
繰
越
明
許
費
そ
れ
ぞ
れ
の
繰
越
理
由

問
繰
越
明
許
費
そ
れ
ぞ
れ
の
繰
越
理
由

は
。
は
。

答
①
答
①
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
解
体

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
解
体::

入
札
不
調

入
札
不
調

②
最
終
処
分
場
負
担
金

②
最
終
処
分
場
負
担
金::

上
五
島
町
工
事

上
五
島
町
工
事

繰
越
繰
越

③
災
害
復
旧

③
災
害
復
旧::

工
期
確
保
困
難

工
期
確
保
困
難

④
漁
港
負
担
金

④
漁
港
負
担
金::

業
者
確
保
難

業
者
確
保
難

⑤
空
き
家
対
策

⑤
空
き
家
対
策::

協
議
継

協
議
継

⑥
獣
医
師
住
宅

⑥
獣
医
師
住
宅::

設
計
見
直

設
計
見
直

⑦
冷
凍
施
設
整
備

⑦
冷
凍
施
設
整
備::

建
設
地
変
更
調
整

建
設
地
変
更
調
整

問
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
解
体
工
事
の
今
後
の
見

問
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
解
体
工
事
の
今
後
の
見

込
み
は
。

込
み
は
。

答答
予
算
内
で
設
計
を
見
直
し
、
再
入
札
予

予
算
内
で
設
計
を
見
直
し
、
再
入
札
予

定
だ
。

定
だ
。

特
別
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　     

     
主
な
や
り
と
り

主
な
や
り
と
り

問
渡
船
事
業
特
別
会
計

問
渡
船
事
業
特
別
会
計  

「
さ
い
か
い
」
の

「
さ
い
か
い
」
の

リ
プ
レ
ー
ス
調
査
事
業
が
一
年
繰
り
延
べ

リ
プ
レ
ー
ス
調
査
事
業
が
一
年
繰
り
延
べ

に
な
っ
た
理
由
と
、
今
後
の
見
込
み
は
を

に
な
っ
た
理
由
と
、
今
後
の
見
込
み
は
を

伺
う
。

伺
う
。

答答
県
と
の
事
前
協
議
時
期
の
認
識
不
足
で

県
と
の
事
前
協
議
時
期
の
認
識
不
足
で

手
続
き
が
遅
れ
た
。
今
後
は
ニ
ー
ズ
調
査

手
続
き
が
遅
れ
た
。
今
後
は
ニ
ー
ズ
調
査

等
を
進
め
る
。

等
を
進
め
る
。

問
介
護
保
険
事
業

問
介
護
保
険
事
業  

特
別
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算    

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
減
額
理
由
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
減
額
理
由
は
、

高
齢
者
減
等
の
表
れ
か
。

高
齢
者
減
等
の
表
れ
か
。

答答
高
齢
者
減
に
加
え
、
介
護
予
防
事
業
効

高
齢
者
減
に
加
え
、
介
護
予
防
事
業
効

果
に
よ
る
要
介
護
度
抑
制
も
要
因
と
考
え

果
に
よ
る
要
介
護
度
抑
制
も
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

ら
れ
る
。

問
全
体
減
額
な
の
に
一
般
財
源
繰
入
金
が

問
全
体
減
額
な
の
に
一
般
財
源
繰
入
金
が

増
え
て
い
る
理
由
は
。

増
え
て
い
る
理
由
は
。

答答
国
庫
支
出
金
等
の
不
足
分
を
一
般
財
源

国
庫
支
出
金
等
の
不
足
分
を
一
般
財
源

で
補
填
（
財
源
組
替
）
し
て
い
る
た
め
。

で
補
填
（
財
源
組
替
）
し
て
い
る
た
め
。

来
年
度
精
算
見
込
み
だ
。

来
年
度
精
算
見
込
み
だ
。

問
診
療
所
特
別
会
計

問
診
療
所
特
別
会
計  

補
正
予
算

補
正
予
算  

外
来
収

外
来
収

入
大
幅
減
額
の
理
由
は
。

入
大
幅
減
額
の
理
由
は
。

答答
外
来
患
者
数
の
減
少
が
主
な
要
因
だ
。

外
来
患
者
数
の
減
少
が
主
な
要
因
だ
。

問
医
師
住
宅
使
用
料
の
増
額
だ
が
、
現
在

問
医
師
住
宅
使
用
料
の
増
額
だ
が
、
現
在

の
使
用
状
況
を
伺
う
。

の
使
用
状
況
を
伺
う
。

答答11

軒
使
用
中
。
も
う

軒
使
用
中
。
も
う11

軒
は
４
月
か

軒
は
４
月
か

ら
新
医
師
入
居
予
定
で
管
理
中
だ
。

ら
新
医
師
入
居
予
定
で
管
理
中
だ
。



(5) (4)

問
町
税
が
昨
年
度
の
当
初
予
算
か
ら

問
町
税
が
昨
年
度
の
当
初
予
算
か
ら

６
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
し
た
理
由
は
。

６
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
し
た
理
由
は
。

答答
近
年
の
動
向
を
見
る
と
、
農
業
に
し
て

近
年
の
動
向
を
見
る
と
、
農
業
に
し
て

も
漁
業
に
し
て
も
、
事
業
所
得
が
ほ
と
ん

も
漁
業
に
し
て
も
、
事
業
所
得
が
ほ
と
ん

ど
見
込
め
ず
、
全
体
的
に
所
得
が
下
が
る

ど
見
込
め
ず
、
全
体
的
に
所
得
が
下
が
る

見
込
み
だ
。

見
込
み
だ
。

問
長
崎
県
国
境
離
島
地
域
雇
用
機
会
拡
充

問
長
崎
県
国
境
離
島
地
域
雇
用
機
会
拡
充

事
業
交
付
金
が
、
令
和
６
年
度
と
比
較
し

事
業
交
付
金
が
、
令
和
６
年
度
と
比
較
し

て
３
倍
近
く
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

て
３
倍
近
く
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答答
肥
育
牛
舎
建
設
事
業
と
、
空
き
家
解
体

肥
育
牛
舎
建
設
事
業
と
、
空
き
家
解
体

に
関
す
る
事
業
の
拡
大
を
採
択
し
て
お

に
関
す
る
事
業
の
拡
大
を
採
択
し
て
お

り
、
補
助
金
が
増
額
と
な
る
。

り
、
補
助
金
が
増
額
と
な
る
。

問
定
住
促
進
お
試
し
住
宅
貸
付
収
入
が
、

問
定
住
促
進
お
試
し
住
宅
貸
付
収
入
が
、

令
和
６
年
度
と
比
較
し
て
２
倍
近
く
増
額

令
和
６
年
度
と
比
較
し
て
２
倍
近
く
増
額

と
な
っ
た
理
由
は
。

と
な
っ
た
理
由
は
。

答答
令
和
６
年
度
に
新
築
し
て
い
る
物
件
が

令
和
６
年
度
に
新
築
し
て
い
る
物
件
が

あ
り
、今
夏
に
は
満
杯
に
な
る
見
込
み
だ
。

あ
り
、今
夏
に
は
満
杯
に
な
る
見
込
み
だ
。

問
諸
収
入
の
雑
入
で
、
資
源
物
販
売
収
入

問
諸
収
入
の
雑
入
で
、
資
源
物
販
売
収
入

１
３
５
万
円
の
内
訳
は
。

１
３
５
万
円
の
内
訳
は
。

答答
古
紙
等
の
販
売
が

古
紙
等
の
販
売
が
5555
万
円
、
発
泡
ス
チ

万
円
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
溶
か
し
た
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で

ロ
ー
ル
を
溶
か
し
た
イ
ン
ゴ
ッ
ト
で
1010
万万

円
、
鉄
く
ず
や
ア
ル
ミ
缶
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

円
、
鉄
く
ず
や
ア
ル
ミ
缶
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

等
で
約

等
で
約
6868
万
円
を
見
積
も
っ
て
い
る
。

万
円
を
見
積
も
っ
て
い
る
。

問
認
知
症
見
守
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
費
補
助
金

問
認
知
症
見
守
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
費
補
助
金

1515
万
円
の
対
象
件
数
は
。

万
円
の
対
象
件
数
は
。

答答
１
件
当
た
り
３
万
円
で
、
５
件
分
だ
。

１
件
当
た
り
３
万
円
で
、
５
件
分
だ
。

答答
今
回
の
改
修
は
、
雨
漏
り
対
策
と
雨
漏

今
回
の
改
修
は
、
雨
漏
り
対
策
と
雨
漏

り
で
腐
食
し
た
内
装
の
部
分
な
ど
最
低
限

り
で
腐
食
し
た
内
装
の
部
分
な
ど
最
低
限

の
額
だ
。

の
額
だ
。

問
そ
れ
で
大
丈
夫
な
の
か
。

問
そ
れ
で
大
丈
夫
な
の
か
。

答
問
題
な
い
。

答
問
題
な
い
。

歳
　
　
　
入

歳
　
　
　
入

歳
　
　
　
出

歳
　
　
　
出

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
（
国
と
自
治
体

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
（
国
と
自
治
体

と
が
共
同
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
年
額
使

と
が
共
同
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
）
年
額
使

用
料
３
３
１
２
万
円
は
毎
年
度
必
要
か
。

用
料
３
３
１
２
万
円
は
毎
年
度
必
要
か
。

答答
毎
年
必
要
だ
。
令
和
８
年
度
以
降
は
毎

毎
年
必
要
だ
。
令
和
８
年
度
以
降
は
毎

年
３
０
０
０
万
円
く
ら
い
か
か
る
。

年
３
０
０
０
万
円
く
ら
い
か
か
る
。

問
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
負
担
金
の

問
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
負
担
金
の

１
８
７
１
万
円
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

１
８
７
１
万
円
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

答答
紙
に
よ
る
文
書
の
受
付
、回
覧
、決
裁
、

紙
に
よ
る
文
書
の
受
付
、回
覧
、決
裁
、

そ
の
後
の
保
管
と
い
う
流
れ
を
電
子
化
す

そ
の
後
の
保
管
と
い
う
流
れ
を
電
子
化
す

る
も
の
で
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
図
ら
れ
、

る
も
の
で
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
図
ら
れ
、

一
定
の
経
費
削
減
に
つ
な
が
る
。

一
定
の
経
費
削
減
に
つ
な
が
る
。

問
小
値
賀
町
Ｄ
Ｘ
推
進
業
務
委
託
料

問
小
値
賀
町
Ｄ
Ｘ
推
進
業
務
委
託
料

２
２
４
万
円
の
業
務
内
容
は
。

２
２
４
万
円
の
業
務
内
容
は
。

答答
小
値
賀
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
推
進
す
る

小
値
賀
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
推
進
す
る

た
め
、
専
門
的
な
知
識
経
験
を
持
っ
た
外

た
め
、
専
門
的
な
知
識
経
験
を
持
っ
た
外

部
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
活
用
し
た
い
と
考
え

部
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

て
い
る
。

予 算 審 査予 算 審 査
令和７年３月 10 日〜 12 日まで令和７年３月 10 日〜 12 日まで質 疑 の 嵐質 疑 の 嵐 の 三 日 間 ！の 三 日 間 ！

町
税
が
減
少
傾
向
に
あ
る

町
税
が
減
少
傾
向
に
あ
る
……

国
主
導
の
事
業
が
財
政
を
圧
迫

国
主
導
の
事
業
が
財
政
を
圧
迫

高
齢
者
支
援
を
さ
ら
に
充
実
！

高
齢
者
支
援
を
さ
ら
に
充
実
！

問
高
齢
者
等
世
帯

問
高
齢
者
等
世
帯  

冷
房
器
具
（
エ
ア
コ

冷
房
器
具
（
エ
ア
コ

ン
）
購
入
費
補
助
金

ン
）
購
入
費
補
助
金
5050
万
円
の
対
象
件
数

万
円
の
対
象
件
数

は
。
は
。

答答
１
件
１
件
1010
万
円
上
限
で
、
５
件
分
だ
。

万
円
上
限
で
、
５
件
分
だ
。

ど
う
な
る
？
浜
津
住
民
セ
ン
タ
ー

ど
う
な
る
？
浜
津
住
民
セ
ン
タ
ー

問
令
和
７
年
度
調
査
、令
和
８
年
度
解
体・

問
令
和
７
年
度
調
査
、令
和
８
年
度
解
体・

新
築
工
事
予
定
と
な
っ
て
い
る
浜
津
地
区

新
築
工
事
予
定
と
な
っ
て
い
る
浜
津
地
区

住
民
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
お
お
よ
そ
の
工
事

住
民
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
お
お
よ
そ
の
工
事

費
が
分
か
っ
た
時
点
で
地
元
に
提
示
で
き

費
が
分
か
っ
た
時
点
で
地
元
に
提
示
で
き

な
い
か
。

な
い
か
。

答答
調
査
結
果
が
出
れ
ば
教
育
委
員
会
の
中

調
査
結
果
が
出
れ
ば
教
育
委
員
会
の
中

で
説
明
方
法
を
検
討
し
た
う
え
で
、
地
元

で
説
明
方
法
を
検
討
し
た
う
え
で
、
地
元

へ
説
明
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

へ
説
明
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

中
学
生
の
提
案
が
実
現
へ
！

中
学
生
の
提
案
が
実
現
へ
！

問
商
家
尼
忠
東
店

問
商
家
尼
忠
東
店Free W

i-Fi
Free W

i-Fi

整
備
業

整
備
業

務
委
託
料

務
委
託
料
7777
万
円
は
、
模
擬
議
会
で
の
中

万
円
は
、
模
擬
議
会
で
の
中

学
生
か
ら
の
提
案
に
よ
る
も
の
か
。

学
生
か
ら
の
提
案
に
よ
る
も
の
か
。

答答
中
学
生
模
擬
議
会
で
提
案
い
た
だ
い
た

中
学
生
模
擬
議
会
で
提
案
い
た
だ
い
た

こ
と
を
協
議
し
、当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

こ
と
を
協
議
し
、当
初
予
算
に
計
上
し
た
。

　
模
擬
議
会
で
の
提
案
を
町
も
し
っ
か
り

　
模
擬
議
会
で
の
提
案
を
町
も
し
っ
か
り

取
り
組
む
と
中
学
生
に
伝
え
た
。

取
り
組
む
と
中
学
生
に
伝
え
た
。

重
く
の
し
か
か
る
修
繕
費

重
く
の
し
か
か
る
修
繕
費
……

問
総
合
体
育
館
改
修
工
事
は
、
調
査
の
結

問
総
合
体
育
館
改
修
工
事
は
、
調
査
の
結

果
で
は
３
億
円
の
工
事
費
が
か
か
る
と
の

果
で
は
３
億
円
の
工
事
費
が
か
か
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
予
算
で
は
７
１
０
０
万

こ
と
だ
っ
た
が
、
予
算
で
は
７
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
工
事
内
容
の
説
明
を

円
と
な
っ
て
い
る
。
工
事
内
容
の
説
明
を

求
め
る
。

求
め
る
。

問問
ア
ワ
ビ
種
苗
セ
ン
タ
ー
関
連
予
算
に
つ

ア
ワ
ビ
種
苗
セ
ン
タ
ー
関
連
予
算
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

い
て
説
明
を
求
め
る
。

答答
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生

種
苗
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生

産
を
一
旦
中
止
す
る
。

産
を
一
旦
中
止
す
る
。

　
７
年
度
は
、
藻
場
の
種
苗
生
産
等
で
一

　
７
年
度
は
、
藻
場
の
種
苗
生
産
等
で
一

部
活
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に

部
活
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
関
係
す
る
機
関
と
協
議
す
る
。

つ
い
て
は
関
係
す
る
機
関
と
協
議
す
る
。

ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
中
止
へ

ア
ワ
ビ
種
苗
生
産
中
止
へ

消
防
団
員

消
防
団
員  

免
許
取
得
補
助
へ

免
許
取
得
補
助
へ
！！

問問
小
値
賀
町
消
防
団
員
自
動
車
免
許
取
得

小
値
賀
町
消
防
団
員
自
動
車
免
許
取
得

費
補
助
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
国
の

費
補
助
金
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
国
の

財
政
支
援
は
な
い
の
か
。

財
政
支
援
は
な
い
の
か
。

答答
国
か
ら
は
特
別
交
付
税
措
置
と
し
て
、

国
か
ら
は
特
別
交
付
税
措
置
と
し
て
、

こ
の
費
用
の
５
割
が
措
置
さ
れ
る
。

こ
の
費
用
の
５
割
が
措
置
さ
れ
る
。

水
道
料
金
の
見
直
し
は
？

水
道
料
金
の
見
直
し
は
？

問
公
営
企
業
会
計
を
導
入
し
た
が
、
水
道

問
公
営
企
業
会
計
を
導
入
し
た
が
、
水
道

料
金
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。

料
金
の
見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。

答答
令
和
７
年
度
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
予

令
和
７
年
度
経
営
戦
略
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
そ
こ
で
今
後
の
水
道
料
金
の

定
で
あ
り
、
そ
こ
で
今
後
の
水
道
料
金
の

設
定
等
を
考
え
た
い
。

設
定
等
を
考
え
た
い
。



下水道事業等収益　　　2 億 0731 万円
資本的収入　　　　    　　　8670 万円
　
下水道事業等費　　　   １億 4843 万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　   
資本的支出　　　　　   １億 9809 万円

(6)(7)

4 億 4740 万円
　県支出金                       3 億 3902 万円
　国民健康保険税                    5934 万円
　一般会計から繰入                 4865 万円

　国民健康保険給付費   　2 億 6962 万円
　県への納付金　　                 9655 万円
　特定健診・特定保健指導費      732 万円

3 億 6700 万円

　国庫・県支出金　　　   1 億 5751 万円
　一般会計から繰入                 6036 万円
　介護保険料　　             　    5617 万円

　保険給付費　　             3 億 2436 万円
　地域支援事業費                 　3142 万円
　総務費　　　　     　           　543 万円

8380 万円

　国庫・県支出金                    3789 万円
　一般会計から繰入                 3610 万円
　渡船事業収入   　                   881 万円

　はまゆう運航費　　　　　　3195 万円
　さいかい運航費 　　　　　  1827 万円
　総務費　　　　　　　　　　2183 万円

国民健康保険診療所
4 億 2600 万円

　一般会計から繰入         2 億 0806 万円
　診療収入                      1 億 9452 万円
　町債                                　   900 万円

　医薬品衛生材料費                9964 万円
　医業用機械器具費                2973 万円

5880 万円

　後期高齢者医療保険料　 　  3016 万円
　一般会計から繰入　　　　   2481 万円
 
　広域連合負担金 　　     　    5081 万円
　総務費　　　　   　                747 万円

　水道事業収益　　　　　１億 0767 万円
　資本的収入　　　　　　　　 2420 万円
　
　水道事業費用　　　　　１億 0296 万円
　資本的支出　　　　　　　　 5283 万円    

主な歳出主な歳出

主な歳入主な歳入

簡 易 水 道 事 業

後期高齢者医療事業

渡　船　事　業国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

主な歳入主な歳入

主な歳入主な歳入主な歳入主な歳入

主な歳入主な歳入

収　入収　入

支　出支　出

主な歳出主な歳出

主な歳出主な歳出

主な歳出主な歳出 主な歳出主な歳出

接続戸数 =1,403 戸
年間総配水量 =249,014㎥

収　入収　入

支　出支　出

接続戸数 =1,023 戸（接続率 73%）
年間総処理水量 =164,112㎥

　昨年度から本町では簡易水道事業と下水道事業を
「小値賀町公営企業会計」に変更しました。
　民間企業と同じ会計基準となり、損益計算書や貸
借対照表の作成により経営状況が明確になります。
　また減価償却の考え方が導入されることで、資産
の老朽化の状態が正確に把握できます。

総 務 費 8 億 4194 万円 1 億 9740 万円増  役場全体の維持管理、徴税、選挙などに要する費用
民 生 費 6 億 4131 万円 1830 万円増  社会福祉、児童福祉、生活保護などに要する費用
教 育 費 5 億 8064 万円 1 億 7158 万円増  小中学校、公民館などの管理や離島留学に要する費用
農林水産業費 5 億 0053 万円 1 億 3946 万円減  農林水産業の振興や松くい虫防除などに要する費用
衛 生 費 4 億 6749 万円 6093 万円減  保健衛生、環境衛生、健康、清掃などに要する費用
公 債 費 3 億 8579 万円 　　 2231 万円減  町債として町が借りたお金を返済する元金と利子
土 木 費 2 億 1554 万円 　　897 万円減  道路や町営住宅の維持管理などに要する費用
消 防 費 1 億 7286 万円 　 　6568 万円増  消防団や消防署などに要する費用
商 工 費 1 億 5456 万円 　　1992 万円増  商工業の振興や観光に関する費用
議 会 費 5523 万円 　　  407 万円増  議会運営や議員に係る費用
そ の 他 4611 万円    672 万円増  諸支出金、予備費など

合  　　計 40 億 6200 万円    ２億 5200 万円増   ( 前年度当初予算額との比較増・減 )

予算総額 40 億 6200 万円予算総額 40 億 6200 万円
町民 1 人当たり 194 万円町民 1 人当たり 194 万円

令和 7 年度のお金の使い道が決まりました！令和 7 年度のお金の使い道が決まりました！

自主財源 (27.6%)自主財源 (27.6%)

依存財源 (72.4%)依存財源 (72.4%)

町税 = 1 億 6286 万円町税 = 1 億 6286 万円

使用料・手数料 = 6106 万円 
寄附金 = 7501 万円

繰越金 = 5000 万円
その他収入 = 1 億 0371 万円

基金繰入金 = 6 億 6787 万円基金繰入金 = 6 億 6787 万円
その他 = 8453 万円

地方交付税 ＝ 18 億 2000 万円

町債 = 4 億 5150 万円

国庫支出金 = 3 億 5478 万円
県支出金 = 2 億 3069 万円

歳 出歳 出

歳 入歳 入

【 【 特別会計予算特別会計予算  】】

【 公営企業会計予算 】【 公営企業会計予算 】

【 【 一般会計予算一般会計予算  】】
５会計予算総額 13 億 8300 万円５会計予算総額 13 億 8300 万円

  下  水  道  事  業  　

（令和 7 年３月１日現在の人口で算出）



(8)(9)

1 億 3312 万円

事業の効果が効率的に発揮されるか議会は注視しています。事業の効果が効率的に発揮されるか議会は注視しています。

1062 万円7100 万円

50 万円

2712 万円

2300 万円

2075 万円

8850 万円

2589 万円

558 万円

小値賀町全体の福祉につながっているか議会は常に注視しています。小値賀町全体の福祉につながっているか議会は常に注視しています。

避難所が整備されていない納島に
木造平屋建ての避難所が 1 棟整備されます。

国が進める自治体情報システム標準化関係の費用。

体力が不安で来島を諦めていた方でも
気軽に野首教会へアクセスできるように。

小回りのきく小さな車両を２台購入予定。

屋根の修繕と雨漏りによる腐食箇所の改修。
今後の存続も含め広い視野で維持管理方針を考え
ていく必要があります。

高齢者の熱中症対策として冷房器具の設置を補助
補助率 3/4。上限 10 万円。

有人ヘリ、ドローンでの空中散布および樹幹注入
と被害木処理が今年も実施されます。

高齢者が安心して暮らすために重要な存在ですが
人材不足でサービスが十分実施できていません。
人材確保にご協力を！

子育て世代にとって重要な「ぴよぴよ広場」の
運営費補助。

老朽箇所の改修とバリアフリー化を実施します。

納島では島外や地域外の有償ボランティアにより、
住民負担が軽減され農地の管理が行き届いています。

新 年 度 の 新 た な 事 業新 年 度 の 新 た な 事 業新 年 度 も 続 け る 事 業新 年 度 も 続 け る 事 業

画像はイメージです（出典：MONET HP より）

 納島指定地域避難所整備事業

 野崎電動カート導入実証試験

 総合行政システム運用費
　（ガバメントクラウド関係）

デマンド運行対応車両購入事業

総合体育館改修工事

高齢者世帯への冷房器具設置補助

役場庁舎改修事業松 く い 虫 防 除 事 業 関 係

社 会 福 祉 協 議 会 補 助 金

担い手公社運営費補助事業 地域子育て支援拠点事業

 農道・水路・ため池等の
  維持管理にかかる共同作業補助

第一次産業の担い手確保育成が主な役割のひとつ
です。漁業・農業の担い手の減少・魅力の低下は
観光へも波及します。

620 万円

8110 万円



小
値
賀
こ
ど
も
園

小
値
賀
こ
ど
も
園

小
値
賀
小
学
校

小
値
賀
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賀
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値
賀
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４
月
９
日
、
新
し
く

　
４
月
９
日
、
新
し
く
1111
人
の
入

人
の
入

園
児
を
迎
え
、
入
園
式
が
盛
大
に

園
児
を
迎
え
、
入
園
式
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
内
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
響
く

　
園
内
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
響
く

歌
声
に
、
こ
の
子
達
が
誇
れ
る
小

歌
声
に
、
こ
の
子
達
が
誇
れ
る
小

値
賀
を
遺
し
て
あ
げ
な
く
て
は
と

値
賀
を
遺
し
て
あ
げ
な
く
て
は
と

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
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お
ん
つ
ぁ
ん
達
も
頑
張
る
ぞ
！

お
ん
つ
ぁ
ん
達
も
頑
張
る
ぞ
！

　
４
月
８
日
、
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
ラ

　
４
月
８
日
、
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
1212
人
の
新

人
の
新

入
生
が
、
小
値
賀
小
学
校
の
門
を

入
生
が
、
小
値
賀
小
学
校
の
門
を

く
ぐ
り
ま
し
た
。

く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
様
子
で

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た

し
た
が
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た

ち
に
お
世
話
さ
れ
、
緊
張
も
解
け

ち
に
お
世
話
さ
れ
、
緊
張
も
解
け

た
よ
う
で
す
。
頑
張
っ
て
ね
！

た
よ
う
で
す
。
頑
張
っ
て
ね
！

入 学 式入 学 式
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校
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松
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高
校

　
４
月
８
日
、
真
新
し
い
制
服
に

　
４
月
８
日
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
み
、

身
を
包
み
、
1313
人
の
生
徒
た
ち
が

人
の
生
徒
た
ち
が

小
値
賀
中
学
校
に
入
学
し
ま
し

小
値
賀
中
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
た
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勉
強
に
、
部
活
に
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た
だ
ひ
た

　
勉
強
に
、
部
活
に
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
取
り
組
み
、
心
身
と
も
に

す
ら
に
取
り
組
み
、
心
身
と
も
に

大
き
く
成
長
す
る
３
年
間
と
な
り

大
き
く
成
長
す
る
３
年
間
と
な
り

ま
す
よ
う
に
！

ま
す
よ
う
に
！

　

４
月
８
日
、
ブ
レ
ザ
ー
を
ビ

　

４
月
８
日
、
ブ
レ
ザ
ー
を
ビ

シ
っ
と
着
こ
な
し
た
８
人
の
若
人

シ
っ
と
着
こ
な
し
た
８
人
の
若
人

が
北
松
西
高
校
の
門
を
叩
き
ま
し

が
北
松
西
高
校
の
門
を
叩
き
ま
し

た
。
た
。

　
小
値
賀
で
過
ご
す
最
後
の
３
年

　
小
値
賀
で
過
ご
す
最
後
の
３
年

間
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も

間
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ぁ
、
夢
を
掴
む
ん
だ
！

　
さ
ぁ
、
夢
を
掴
む
ん
だ
！

卒 業 式卒 業 式

北
松
西
高
校

北
松
西
高
校

小
値
賀
中
学
校

小
値
賀
中
学
校

小
値
賀
小
学
校

小
値
賀
小
学
校

小
値
賀
こ
ど
も
園

小
値
賀
こ
ど
も
園

　
３
月

　
３
月
1919
日
、
大
き
く
成
長
し
た

日
、
大
き
く
成
長
し
た

我
が
子
の
姿
に
、
保
護
者
の
皆
さ

我
が
子
の
姿
に
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
も
感
無
量
だ
っ
た
の
で
は
な
い

ん
も
感
無
量
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

　
卒
園
生
み
ん
な
が
、
大
き
な
声

　
卒
園
生
み
ん
な
が
、
大
き
な
声

で
歌
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し

で
歌
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
元
気

た
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
元
気

い
っ
ぱ
い
に
頑
張
っ
て
ね
！

い
っ
ぱ
い
に
頑
張
っ
て
ね
！

　
３
月

　
３
月
1313
日
、
島
外
の
高
校
に
進

日
、
島
外
の
高
校
に
進

学
す
る
生
徒
も
お
り
、
幼
い
頃
か

学
す
る
生
徒
も
お
り
、
幼
い
頃
か

ら
共
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
別
れ

ら
共
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
別
れ

の
卒
業
式
で
し
た
。

の
卒
業
式
で
し
た
。

　
３
年
前
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
着

　
３
年
前
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
着

て
い
た
制
服
も
完
璧
に
着
こ
な
し

て
い
た
制
服
も
完
璧
に
着
こ
な
し

て
お
り
、
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま

て
お
り
、
大
き
な
成
長
を
感
じ
ま

し
た
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

し
た
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

　
３
月
１
日
、
い
よ
い
よ
小
値
賀

　
３
月
１
日
、
い
よ
い
よ
小
値
賀

で
の
最
後
の
卒
業
式
で
す
。

で
の
最
後
の
卒
業
式
で
す
。

　
卒
業
生
７
人
全
員
が
、
そ
れ
ぞ

　
卒
業
生
７
人
全
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
島
外

れ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
島
外

へ
出
ま
す
。

へ
出
ま
す
。

　

み
ん
な
の
夢
が
叶
い
、
幸
多

　

み
ん
な
の
夢
が
叶
い
、
幸
多

き
の
人
生
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

き
の
人
生
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
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３
月

　
３
月
1414
日
、
小
さ
な
体
に
大
き

日
、
小
さ
な
体
に
大
き

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
校
門

な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
校
門

を
く
ぐ
っ
た
６
年
前
。

を
く
ぐ
っ
た
６
年
前
。

　
今
や
そ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
す
っ

　
今
や
そ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
す
っ

か
り
小
さ
く
な
り
、

か
り
小
さ
く
な
り
、
66
年
間
と
い

年
間
と
い

う
時
間
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

う
時
間
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
勉
強
に
部

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
勉
強
に
部

活
に
頑
張
っ
て
！

活
に
頑
張
っ
て
！



　先日、回覧板に町内の福祉施設の募集がありました。また、
こども園では依然として０歳児の預かりができていません。
もうすでに人材は不足しており、サービスを受けたくても受
けられない町民がいるのです。
　この協定は本町の人材不足解消に繋がる千載一遇のチャ
ンスであると考えます。長崎短期大学さんとはお互いに
WinWin の関係を築けるよう、これからも関係を深めていけ
たらと思います。

【  質 問 を 終 え て  】

長 崎 短 大 と の 連 携 協 定 の 展 望 に つ い て長 崎 短 大 と の 連 携 協 定 の 展 望 に つ い て

　
昨
年
11
月
、
本
町
は
佐
世
保
市

の
長
崎
短
期
大
学
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

　
長
崎
短
期
大
学
と
い
え
ば
、
本

町
で
人
材
が
不
足
し
て
い
る
保
育

士
・
介
護
福
祉
士
の
育
成
を
し
て

い
る
教
育
機
関
で
あ
り
、
そ
う
し

た
機
関
と
の
連
携
協
定
と
な
れ

ば
、
将
来
的
に
本
町
の
人
材
不
足

の
解
消
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
に
胸
が
膨
ら
む
。

　
本
協
定
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
事
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か

町
民
に
詳つ
ま
び

ら
か
に
し
た
い
と
考

え
、
町
長
に
質
問
す
る
。

は
継
続
し
た
い
。

　
今
後
は
、
学
校
教
育
・
社
会
教

育
分
野
、
保
育
分
野
に
と
ど
ま
ら

ず
、
多
様
な
分
野
に
取
り
組
み
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
本
協
定
の

目
的
に
掲
げ
る
教
育
・
研
究
機
能

の
向
上
、
地
域
社
会
・
産
業
の
発

展
及
び
人
材
の
育
成
・
交
流
を
実

現
し
た
い
。

問
本
町
の
中
高
生
も
体
験
保
育
を

や
っ
て
い
る
。
大
学
生
と
一
緒
に

現 状 打 破 の チ ャ ン ス だ ！現 状 打 破 の チ ャ ン ス だ ！
  　 　 人 材 不 足 解 消 へ 繋 げ ろ ！  　 　 人 材 不 足 解 消 へ 繋 げ ろ ！

森森
もりおかもりおか

岡岡  正正
せいゆうせいゆう

雄雄議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

こ
の
協
定
が
小
値
賀
に

こ
の
協
定
が
小
値
賀
に

　　  

　
　
も
た
ら
す
も
の
は
？

　
　
も
た
ら
す
も
の
は
？

小
値
賀
の
子
ど
も
た
ち
に

小
値
賀
の
子
ど
も
た
ち
に

  

　
　
　
良
い
こ
と
は
あ
る
？

　
　
　
良
い
こ
と
は
あ
る
？

や
れ
た
ら
、
保
育
士
を
志
す
若
者

の
生
の
声
が
聞
け
、
良
い
刺
激
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
そ
う
思
う
。

問
先
日
、
回
覧
板
に
値
賀
の
里
と

社
協
の
人
材
募
集
が
あ
っ
た
。

　
長
崎
短
期
大
学
は
介
護
福
祉
士

の
育
成
も
や
っ
て
い
る
が
、
本
協

定
が
本
町
の
介
護
士
不
足
解
消
に

貢
献
で
き
な
い
か
。

答
今
後
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
包
括
連

携
協
定
を
結
び
、
人
材
不
足
解
消

に
努
め
た
い
。

問
本
町
の
子
ど
も
た
ち
に
利
点
は

あ
る
か
。

答
今
年
度
実
施
し
た
吹
奏
楽
部
へ

の
指
導
は
（
長
崎
短
期
大
学
に
音

楽
指
導
で
著
名
な
先
生
が
い
る
）、

部
員
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
の

習
得
、
音
楽
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
、
吹
奏
楽
部
全
体
の
更
な
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く

事
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
保
育
実
習
で
は
、
普
段

の
保
育
環
境
で
関
わ
る
事
の
な
い

年
齢
層
の
学
生
と
交
流
が
で
き
た

た
め
、
園
児
た
ち
の
社
会
性
の
成

長
に
寄
与
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
本
協
定
に
よ
り
、
本
町
の
子
ど

も
た
ち
に
多
様
な
学
び
や
体
験
の

機
会
が
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

利
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
の
結

果
、
本
町
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答
引
き
続
き
、
本
町
が
抱
え
る
諸

課
題
を
長
崎
短
期
大
学
と
共
有

し
、
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
た
い
。

　
特
に
、
保
育
士
不
足
に
関
し
て

は
、
地
域
に
必
要
な
保
育
人
材
の

確
保
と
定
着
を
目
的
と
し
て
、
先

日
、
長
崎
短
期
大
学
に
保
育
人
材

共
創
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
町

職
員
も
委
員
に
就
任
し
た
。

　
３
月
中
旬
に
は
、
第
１
回
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
保

育
人
材
の
養
成
・
定
着
や
保
育
人

材
の
確
保
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
協
議
を
し
て

行
き
た
い
。

　
本
協
定
の
締
結
後
、
具
体
的
か

つ
迅
速
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

町
民
の
多
様
な
要
望
に
応
え
、
よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
本
町

の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
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模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　「　「  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！  

」」

　
保
育
士
育
成
だ
け
で
な
く
、
介

護
士
の
育
成
・
人
材
不
足
解
消
に

も
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

問
こ
の
協
定
で
具
体
的
に
何
を

し
、
何
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
る
か
。

答
保
育
学
特
別
演
習
を
小
値
賀
こ

ど
も
園
で
実
施
し
て
お
り
、
次
年

度
以
降
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は

問
こ
の
協
定
の
利
点
は
何
か
。

答
小
値
賀
こ
ど
も
園
で
の
保
育
実

習
の
よ
う
な
実
践
的
な
学
び
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
本
町
へ
の
就
職

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
卒
業
後

の
就
職
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

　
ま
た
、
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
多
様
な
分
野
で
活
躍
す
る
担

い
手
確
保
に
つ
な
が
る
事
が
期
待

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
利
点
が
あ

る
。

最
大
の
利
点
は

最
大
の
利
点
は

　
　
　
　  

　
人
材
不
足
解
消
だ
！

　
人
材
不
足
解
消
だ
！

町
民
の
皆
さ
ん
が

町
民
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　

　
　
　
　  

望
む
小
値
賀
へ
！

望
む
小
値
賀
へ
！



　高校の存続は町の活力と存続につながり、それには移住者
だけでなく留学生の受け入れ施策が欠かせません。
　本町には魅力のあるコト、モノ、ヒトが豊富にあり、これ
に魅力のある高校、魅力的な寮があれば多くの生徒を引きつ
けることができます。
　西村町長のリーダーシップの下、町民一人ひとりが高校の
存続を自分事としてとらえ、考え、行動する。その積み重ね
が本町の明るい未来へとつながります。

【  質 問 を 終 え て  】

離 島 留 学 生 を 増 や し て 活 気 あ る 小 値 賀 町 に ！離 島 留 学 生 を 増 や し て 活 気 あ る 小 値 賀 町 に ！

ま だ ま だ 足 り な い ！ 　ま だ ま だ 足 り な い ！ 　
  　 も っ と 大 胆 な 取 り 組 み を ！  　 も っ と 大 胆 な 取 り 組 み を ！

問
「
ち
か
ま
る
寮
」
は
女
子
生
徒

限
定
で
、
男
子
生
徒
は
入
寮
で
き

な
い
。
寮
を
建
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
寮
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
的
な
価
値
の
あ
る
旧
小
西
家
を

活
用
で
き
な
い
か
可
能
性
を
模
索

し
て
い
る
が
、
当
面
、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

　
寮
は
家
と
同
じ
で
安
心
し
て
快

問
小
値
賀
町
と
い
う
名
前
は
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
高
校
の
魅
力
化
だ
け
で
な
く
校

名
を
「
県
立
小
値
賀
高
校
」
に
変

え
る
検
討
も
し
て
は
ど
う
か
。

答
校
名
を
変
え
る
こ
と
に
私
も
賛

成
だ
。

　
そ
れ
が
町
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず

は
し
っ
か
り
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

　
全
国
的
に
も
小
値
賀
は
住
ん
で

み
た
い
町
と
し
て
の
ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
も
あ
り
、
地
域
の
合
意
形
成

が
あ
れ
ば
私
も
賛
成
だ
。（
町
長
）

今今
い ま だい ま だ

田田  光光
みつひろみつひろ

弘弘議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

問
小
中
学
生
を
受
け
入
れ
る
「
し

ま
親
」
制
度
は
継
続
す
る
の
か
。

答
日
常
的
に
島
で
の
生
活
を
直
接

体
験
で
き
る「
し
ま
親
」制
度
は
、

本
町
の
ふ
る
さ
と
留
学
に
お
け
る

魅
力
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
推
進
し
て
い
く
。

　
「
し
ま
親
」
の
確
保
に
つ
い
て

も
努
力
を
重
ね
た
い
。

育
長
は
、
学
校
と
地
域
社
会
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
担
い
た
い
と
話

し
て
お
り
、
そ
こ
は
教
育
長
に
一

任
し
た
い
。

問
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
の
合
同

説
明
会
に
教
育
長
や
町
長
が
行
っ

て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
は

ど
う
か
。

答
私
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
参

加
し
た
い
。

問
留
学
制
度
に
対
す
る
町
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答
寮
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
地
域

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

を
留
学
生
自
身
が
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
高
校
１
年
生
は
、
ふ
る
さ

と
留
学
を
意
識
し
た
情
報
発
信
に

取
り
組
む
と
も
聞
い
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
努

力
に
応
え
る
た
め
に
も
、
町
と
し

て
ふ
る
さ
と
留
学
の
周
知
を
て
い

ね
い
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
場
所

で
、
食
事
面
も
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
今
後
、
新
築
の
可
能
性
も

排
除
せ
ず
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
「
孫
留
学
」
の
内
容
は
。

答
町
内
に
住
ん
で
い
る
祖
父
母
宅

等
か
ら
通
う
制
度
で
、
現
在
、
制

度
設
計
の
協
議
を
続
け
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
に
募
集
を
開
始

し
、
８
年
度
に
受
入
開
始
の
予
定

だ
。

問
留
学
生
を
集
め
る
た
め
に
は
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
と
情
熱
的
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
移
住
・
定
住
促
進
施
策
と
同
様

に
、
本
町
の
多
く
の
魅
力
的
な
モ

ノ
、
コ
ト
、
ヒ
ト
を
発
信
し
、
留

学
を
検
討
し
て
い
る
方
々
に
、
そ

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
町
長
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
事
業
を
進
め
る
に
は
地

域
住
民
の
理
解
と
協
力
は
欠
か
せ

な
い
要
素
だ
。

　
地
域
に
精
通
し
て
い
る
中
村
教

Ｐ
Ｒ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

Ｐ
Ｒ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

    
    

　
　
　
　  

　
誰
が
と
る
の
か
！

　
誰
が
と
る
の
か
！

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　
町
長
に
は
今
ま
で
よ
り
も
っ
と

大
き
な
熱
量
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
わ
り
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
そ
の

熱
意
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

(14)(15)

　

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
15
歳
ま
で
の
児
童
生
徒
は
各

学
年
15
人
、
３
年
後
の
高
校
生
を

含
む
小
中
高
生
全
体
で
は
１
６
８

人
と
総
合
計
画
に
具
体
的
な
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
は
小
中

学
生
を
中
心
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

留
学
制
度
」
を
展
開
し
、
さ
ら
に

全
国
的
な
高
校
の
留
学
生
の
募
集

プ
ロ
グ
ラ
ム「
地
域
み
ら
い
留
学
」

に
も
参
加
、
児
童
生
徒
の
増
加
を

目
指
し
て
い
る
。

快
適
に
暮
ら
せ
る

快
適
に
暮
ら
せ
る

　
　
　

　
　
　  

　
　
寮
が
必
要
だ
！

　
　
寮
が
必
要
だ
！

県
立
「
小
値
賀
高
校
」

県
立
「
小
値
賀
高
校
」

    
    

　
　
　
を
検
討
し
て
は
？

　
　
　
を
検
討
し
て
は
？

　「　「  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！  

」」



　
　小値賀町にとって、高校のあるなしは天と地ほどの差が生じ
ます。
　少子化等で同じ問題を抱える自治体では、あらゆる施策によ
り生徒数が増えた事例もあります。
　本町においても、これからもしっかり高校存続に向け、努力
を惜しまずやって欲しいものです。

【  質 問 を 終 え て  】

北 松 西 高 の 魅 力 化 推 進 へ の 取 組 み つ い て北 松 西 高 の 魅 力 化 推 進 へ の 取 組 み つ い て
活
動
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が

必
要
だ
。

　
高
校
存
続
は
、
本
町
活
力
の
低

下
、
存
続
に
直
結
す
る
の
で
、
み

ん
な
で
課
題
意
識
を
持
ち
、
共
同

で
取
り
組
み
た
い
。（
町
長
）

答
学
力
保
障
に
努
め
、
地
域
課
題

を
学
び
、
地
域
探
究
に
絞
る
方
向

性
を
、
魅
力
化
推
進
協
議
会
で
確

認
し
た
。

　
説
明
・
表
現
力
を
習
得
し
、
問

題
解
決
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
向
上
な
ど
、
社
会
生
活
上
必

要
な
力
を
養
い
、
地
域
を
担
う
人

材
に
育
っ
て
欲
し
い
。

　
地
域
み
ら
い
留
学
の
合
同
説
明

会
で
、
生
徒
と
関
係
者
が
参
加
し

Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
ま
た
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
両
面

か
ら
魅
力
を
伝
え
る
。（
教
育
長
）

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　

新
寮
整
備
の
議
論
も
あ
る
が
、

ま
ず
は
既
存
施
設
活
用
が
優
先
と

考
え
て
い
る
。（
町
長
）

答
ふ
る
さ
と
留
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
親
子
留
学
、

孫
留
学
、
高
校
特
化
留
学
の
新
制

度
設
計
に
取
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
新
し
い
寮
の
検
討
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。（
教
育
長
）

問
高
校
が
な
い
と
、
町
の
体
力
、

魅
力
が
損
失
し
、
親
の
負
担
も
増

え
町
離
れ
に
つ
な
が
る
。

　
ま
さ
に
背
水
の
陣
だ
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
が
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
高
校
存
続
が
本
町
自
体
の
衰
退

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
町
長
）

魅 力 が な け れ ば 集 ま ら な い ！ 　魅 力 が な け れ ば 集 ま ら な い ！ 　
　 　   　 選 ば れ る 北 松 西 高 に ！　 　   　 選 ば れ る 北 松 西 高 に ！

横横
よこやまよこやま

山山  弘弘
こうぞうこうぞう

藏藏議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　

他
町
の
留
学
を
視
察
を
し
た

が
、
町
長
・
教
育
長
が
一
丸
で
取

組
む
印
象
を
受
け
た
。

　
留
学
生
確
保
の
た
め
に
、
総
合

教
育
会
議
は
十
分
に
協
議
し
て
い

る
の
か
。

答
高
校
存
続
問
題
も
意
見
交
換
し

て
い
る
。（
教
育
長
）

問
他
校
は
ど
ん
な
生
徒
も
受
け
入

れ
て
い
る
。

　
た
と
え
問
題
を
抱
え
る
生
徒
で

も
、
環
境
も
人
も
良
い
本
町
で
は

変
化
が
期
待
で
き
る
。

　
学
力
の
み
で
な
く
、
多
様
な
生

徒
を
受
け
入
れ
る
覚
悟
も
必
要
で

は
な
い
か
。

答
北
松
西
は
進
学
も
就
職
も
選
択

で
き
、
一
人
一
人
の
夢
の
実
現
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

問
地
域
探
究
は
、
留
学
生
に
は
ピ

ン
と
こ
な
い
。
イ
ン
パ
ク
ト
や
受

け
入
れ
や
す
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
地
域
探
究
は
分
か
り
に
く
さ
も

あ
る
が
、
成
果
も
あ
る
。

　
議
会
を
通
じ
た
探
究
活
動
は
全

国
的
に
珍
し
い
、
そ
れ
ら
の
情
報

発
信
を
工
夫
し
た
い
。（
教
育
長
）

ま
た
キ
ャ
リ
ア
思
考
力
を
つ
け
、

多
様
な
選
択
を
し
た
結
果
だ
と
見

て
い
る
。

　
本
町
教
育
の
3
本
柱
を
一
体
的

に
取
組
み
、
進
化
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。（
教
育
長
）

問
魅
力
化
推
進
事
業
を
今
後
ど
の

よ
う
に
発
展
さ
せ
る
の
か
。

答
一
貫
教
育
目
標
、
ひ
と
り
一
人

の
夢
の
実
現
を
目
指
し
、
少
人
数

を
強
み
に
、
細
か
な
指
導
で
学
力

向
上
を
図
り
、
地
域
連
携
の
探
究

　
長
崎
県
で
は
、
学
校
規
模
の
適

正
化
な
ど
が
10
年
ご
と
見
直
し
の

中
、1

学
年
あ
た
り
10
人
以
上
が

望
ま
し
い
と
の
見
解
だ
。

　
北
松
西
高
校
で
は
今
後
も
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
憂
慮
し
て

お
り
、
町
長
、
教
育
長
に
今
後
の

見
通
し
を
質
問
す
る
。

問
北
松
西
高
校
へ
の
進
学
者
数
低

迷
が
続
く
状
況
を
、
本
町
は
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

答
少
子
化
で
進
学
者
の
減
少
に
歯

止
め
が
効
か
な
い
。
生
徒
数
減
か

ら
部
活
が
少
な
く
、
進
学
意
欲
へ

影
響
し
て
い
る
。（
町
長
）

答
要
因
は
、
普
通
科
の
み
、
部
活

が
少
な
い
、
私
立
の
授
業
料
無
償

化
、生
徒
獲
得
競
争
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
状
況
を
本
町
は

こ
の
状
況
を
本
町
は

　　  

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
！

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
！

問
夢
・	

ア
イ
デ
ア
交
流
会
（
※
）

で
北
松
西
生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
一
貫
教
育
の
成
果
が
出
た
。

　
町
が
し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
る

証
だ
が
、
そ
の
努
力
が
進
学
率
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

(17) (16)

問
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
が

ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
が
、
そ
の

課
題
と
解
決
策
は
。

答
女
子
は
寮
、
男
子
は
し
ま
親
だ

が
、
し
ま
親
は
一
軒
の
み
で
体
制

留
学
生
受
入
れ
の

留
学
生
受
入
れ
の

  

　
　
十
分
な
体
制
を
！

　
　
十
分
な
体
制
を
！

多
様
な
生
徒
を

多
様
な
生
徒
を

  

受
け
入
れ
る
土
壌
を
！

受
け
入
れ
る
土
壌
を
！

模
擬
公
聴
会

模
擬
公
聴
会

　
高
校
が
あ
る
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

が
増
え
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　
来
年
3
月
に
は
寮
を
つ
く
っ
て

欲
し
い
。
ま
た
島
親
も
増
や
し
て

欲
し
い
。

　「　「  
私
に
も
言
わ
せ
て
！

私
に
も
言
わ
せ
て
！  

」」

※
夢
・
ア
イ
デ
ア
交
流
会

※
夢
・
ア
イ
デ
ア
交
流
会  

……  

詳
細
は

詳
細
は
2222
ペ
ー
ジ
へ

ペ
ー
ジ
へ



【  質 問 を 終 え て  】

小 値 賀 の 宝 で あ る 　小 値 賀 の 宝 で あ る 　
　　子どもの健康を第一に！！　　子どもの健康を第一に！！

　
本
町
に
お
け
る
松
枯
れ
対
策
は

長
年
の
対
策
が
功
を
奏
し
、
専
門

家
に
「
よ
く
こ
れ
だ
け
で
済
ん
で

い
る
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

素
材
散
布
が
開
始
さ
れ
た

１
９
７
０
～
８
０
年
代
ご
ろ
か

ら
、
薬
剤
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の

懸
念
は
根
強
く
、
さ
ら
に
自
然
環

境
や
生
態
系
へ
の
影
響
も
指
摘
さ

れ
、
近
年
で
は
発
達
障
害
や
脳
機

能
障
害
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

答
本
町
で
松
く
い
虫
防
除
に
使
用

し
て
い
る
薬
剤
は
空
中
散
布
に
は

ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
、
地
上
散
布
に

は
ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
を
使
用
し
て

い
る
。

　

薬
剤
に
よ
る
被
害
の
多
く
は
、

使
用
方
法
の
誤
り
や
注
意
喚
起
不

足
に
よ
る
人
災
な
の
で
、
適
正
な

使
用
方
法
を
守
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

問
樹
幹
注
入
は
何
回
ま
で
可
能

で
、
姫
の
松
原
で
は
あ
と
何
回
注

入
可
能
か
。

答
薬
剤
の
薬
効
期
間
は
７
年
と
言

わ
れ
て
お
り
、
７
年
に
１
回
の
ス

パ
ン
で
あ
れ
ば
、
樹
幹
注
入
は
繰

り
返
し
行
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。

立立
たていしたていし

石石  光光
こうすけこうすけ

助助議員議員

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

※
こ
こ
か
ら
動
画
が

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

見
ら
れ
ま
す
！

問
松
枯
れ
予
防
対
策
の
費
用
と
効

果
は
検
証
さ
れ
て
い
る
か
。

答
松
く
い
虫
の
被
害
は
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
お
よ
び
11
億
３
５
０
０
万
円

の
予
算
を
投
じ
約
３
万
８
０
０
０

本
、
材
積
換
算
で
２
万
１
３
３
０

立
米
を
伐
倒
焼
却
し
た
。

　
ま
た
平
成
30
年
か
ら
令
和
２
年

度
の
３
年
間
で
２
億
３
３
０
０
万

円
を
投
じ
、
残
存
す
る
松
林 

１
万
５
０
０
０
本
に
対
し
樹
幹
注

入
を
行
っ
た
。

　
巨
額
の
予
算
を
投
じ
激
害
に
対

す
る
防
除
及
び
駆
除
事
業
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
松
林
は
約
８
割
の

面
積
を
失
っ
た
が
、
海
岸
付
近
の

各
種
施
設
や
農
作
物
に
対
す
る
防

潮
、
暴
風
機
能
は
極
め
て
高
く
維

持
さ
れ
、
重
要
な
松
林
を
守
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
意
義
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

  

多
額
の
予
算
を
投
入
し
て

多
額
の
予
算
を
投
入
し
て

　　  

　
　
　
効
果
は
あ
っ
た
？

　
　
　
効
果
は
あ
っ
た
？

自 然 に 抵 抗 し な い 松 枯 れ 対 策 に つ い て自 然 に 抵 抗 し な い 松 枯 れ 対 策 に つ い て

(19) (18)

問
過
去
か
ら
現
在
に
至
り
使
用
し

て
い
る
薬
剤
の
、
人
体
や
環
境
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺

う
。

  

薬
剤
は
人
体
に

薬
剤
は
人
体
に

　
　
影
響
が
あ
る
の
で
は
？

　
　
影
響
が
あ
る
の
で
は
？

  

樹
幹
注
入
に
は

樹
幹
注
入
に
は

　　  

　
　
回
数
制
限
が
あ
る
！

　
　
回
数
制
限
が
あ
る
！

問
松
が
残
さ
れ
て
い
る
中
で
薬
剤

散
布
を
廃
止
し
た
自
治
体
も
多
い

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
県
内
で
現
在
薬
剤
散
布
を
行
っ

て
い
る
市
町
は
壱
岐
市
と
本
町
の

み
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
自
治
体
に
お
け
る
松
林

の
重
要
性
な
ど
に
よ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
国
、
県
お

よ
び
専
門
家
等
の
有
識
者
、
町
民

公
募
委
員
や
議
会
か
ら
も
参
加
い

た
だ
い
た
対
策
検
討
会
で
協
議

し
、
守
り
た
い
松
林
が
あ
れ
ば
防

除
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

姫の松原、後世に遺したい景観だ

問
被
害
を
受
け
る
前
に
伐
採
し
、

資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
被
害
拡
大
を
防
ぐ
事
例
も
あ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答
伐
採
に
よ
り
松
の
数
が
減
れ
ば

防
風
効
果
は
減
少
す
る
た
め
、
農

地
へ
の
被
害
の
減
少
と
は
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
だ
。

　
本
町
で
は
松
林
の
面
積
は
も
と

も
と
広
く
は
な
く
、
伐
採
に
よ
り

防
風
効
果
は
減
少
す
る
の
で
被
害

前
の
伐
採
は
考
え
て
い
な
い
。

　
な
お
、
小
値
賀
町
松
林
保
全
計

画
に
は
今
後
も
防
除
技
術
等
の
情

報
収
集
に
努
め
、
効
果
的
で
環
境

に
配
慮
し
た
技
術
が
進
展
し
た
場

合
は
、
そ
の
都
度
関
係
機
関
と
協

議
し
、
積
極
的
に
導
入
を
検
討
し

た
い
。

  

松
の
資
源
活
用
を

松
の
資
源
活
用
を

　
　
　
　  

検
討
し
て
は
ど
う
か
！

検
討
し
て
は
ど
う
か
！

　
町
民
の
健
康
被
害
へ
の
懸
念
が

払
拭
で
き
ず
、
ま
た
松
を
ど
う
残

し
て
い
く
か
を
共
に
考
え
た
い
と

思
い
、町
長
の
考
え
を
質
し
た
い
。

　薬剤散布による人体、自然環境、生態系への影響は大きく、
不可逆的であることを専門の研究者による論文をもとにお伝
えし、解決策を提案しました。
　特に注意すべきは、樹幹注入によって松を守るどころか枯
死させてしまうという警鐘、子どもの発達障害や化学物質過
敏症発症の要因、生態系において重要な役割を持つ分解者の
昆虫や微生物が不在となることの影響です。
　100 年後も散布を続けるのが正しい未来なのでしょうか。



～ 工事は会議室でやってるんじゃない！現場でやってるんだ！ ～～ 工事は会議室でやってるんじゃない！現場でやってるんだ！ ～

町内の工事現場より町内の工事現場より

(20)(21)

　定住促進住宅は 2 棟で 4 世帯、既に入居が始まっ　定住促進住宅は 2 棟で 4 世帯、既に入居が始まっ
ています。ています。
　移住者対策は小値賀の命運をかけた一大事業と言　移住者対策は小値賀の命運をかけた一大事業と言
えます。議会としても全力で取り組まなくてはならえます。議会としても全力で取り組まなくてはなら
ないと考えています。ないと考えています。

　家畜診療所は、新築ではなく２階建てを平家に改　家畜診療所は、新築ではなく２階建てを平家に改
造してコストダウンを図っています。造してコストダウンを図っています。
　決して潤沢とは言えない本町の財政状況の中で、　決して潤沢とは言えない本町の財政状況の中で、
できるだけ既存の建物を活かそうとする執行部の姿できるだけ既存の建物を活かそうとする執行部の姿
勢は賞賛しなければなりません。勢は賞賛しなければなりません。

災害直後、石垣が大きく崩れている災害直後、石垣が大きく崩れている

施工前、雨漏り等で痛みが激しかった施工前、雨漏り等で痛みが激しかった 平家にしたことで雨風の影響を受けにくそうだ平家にしたことで雨風の影響を受けにくそうだ

  請負： （株）友建設
  金額：1 億 0672 万円
  工期：令和 7 年 3 月 28 日完工

  請負： （株）細川建設 他
  金額：471 万円
  工期：令和 7 年 3 月 14 日完工

  請負： （有）山口弘工務店
  金額：建物は佐世保市負担
  工期：令和 7 年 10 月末頃

　旧小西邸はとりあえずの災害復旧ですが、工事後　旧小西邸はとりあえずの災害復旧ですが、工事後
の状況を見ると、さらに崩壊が進むのではないかとの状況を見ると、さらに崩壊が進むのではないかと
危惧しています。危惧しています。
　下には民家があるので、これからも注視していき　下には民家があるので、これからも注視していき
たいと思います。たいと思います。

  請負： （株）友建設
  金額：178 万円
  工期：令和 7 年 3 月 25 日完工

たくさんの移住者に利用してもらいたいたくさんの移住者に利用してもらいたい施工前は広々とした空き地だった施工前は広々とした空き地だった 施工後、これで十分と言えるのか…施工後、これで十分と言えるのか…

　現出張所の老朽化に伴い、旧診療所駐車場跡地に　現出張所の老朽化に伴い、旧診療所駐車場跡地に
建設されることになりました。建設されることになりました。
　小値賀町の負担は整地のみで、上物は佐世保市の　小値賀町の負担は整地のみで、上物は佐世保市の
負担になっています。現在、基礎工事の真っ最中で、負担になっています。現在、基礎工事の真っ最中で、
完成は 10 月末頃の予定です。完成は 10 月末頃の予定です。

施工前は旧診療所駐車場だった施工前は旧診療所駐車場だった

【佐世保市西消防署出張所】【佐世保市西消防署出張所】【家畜診療所】【家畜診療所】

【旧小西邸災害復旧工事】【旧小西邸災害復旧工事】【定住促進住宅】【定住促進住宅】

現在は基礎工事をしている、完成が楽しみだ現在は基礎工事をしている、完成が楽しみだ



新
人
議
員
紹
介

新
人
議
員
紹
介
ッッ
！！

今
田
今
田  
光
弘
議
員

光
弘
議
員

議
席
番
号
四
番

議
席
番
号
四
番

　

前
号
で
新
人
議
員
紹
介
も
終
わ
り
を
迎
え
、
次
は
ど
ん
な
企
画
を
や
ろ
う

か
と
考
え
て
い
る
時
で
し
た
。 

「
次
は
ベ
テ
ラ
ン
議
員
紹
介
だ
な
！
」
と
、

最
早
パ
ワ
ハ
ラ
紛
い
の
脅
し
を
受
け
ま
し
た
。

 

「
へ
、編
集
会
議
で
他
の
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
み
ま
す
（
滝
汗
）」
と
答
え
、

ど
う
に
か
そ
の
場
を
凌
ぎ
ま
し
た
。

　

編
集
会
議
で
そ
の
話
を
す
る
と
、「
そ
う
言
う
な
ら
や
ろ
う
か
。」
と
あ
っ

さ
り
決
定
。脅
し
に
屈
す
る
な
ど
、議
員
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
で
は
な
い
か
！

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
し
ゃ
ー
な
い
の
で
や
る
こ
と
に
し
ま
す
（
遠
い
目
）。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
年
間
、
生
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
小
値
賀
へ
移
住
の
決
断
を
し
た
理

問
小
値
賀
へ
移
住
の
決
断
を
し
た
理

由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
若
い
こ
ろ
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
い
ろ

答
若
い
こ
ろ
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
国
を
一
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
で

い
ろ
な
国
を
一
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
で

歩
き
ま
し
た
。

歩
き
ま
し
た
。

　
貧
し
い
国
の
子
ど
も
た
ち
が
、
目

　
貧
し
い
国
の
子
ど
も
た
ち
が
、
目

を
輝
か
せ
て
楽
し
そ
う
に
幸
せ
そ
う

を
輝
か
せ
て
楽
し
そ
う
に
幸
せ
そ
う

に
暮
ら
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
い
つ

に
暮
ら
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
い
つ

か
は
田
舎
で
あ
ま
り
お
金
を
使
わ
な

か
は
田
舎
で
あ
ま
り
お
金
を
使
わ
な

い
暮
ら
し
が
し
た
い
と
強
く
思
う
よ

い
暮
ら
し
が
し
た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
、
２
０
０
３
年
に
移
住
し

う
に
な
り
、
２
０
０
３
年
に
移
住
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

移
住
前
に
２
回
小
値
賀
に
来
て
、

　

移
住
前
に
２
回
小
値
賀
に
来
て
、

こ
の
町
が
ぼ
く
を
受
け
入
れ
て
く
れ

こ
の
町
が
ぼ
く
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

る
と
感
じ
ま
し
た
。

問
ま
ず
は

問
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま

す
。
す
。

答
昭
和

答
昭
和
3232
年
生
ま
れ
の

年
生
ま
れ
の
6767
歳
で
す
。

歳
で
す
。

　
神
奈
川
県
平
塚
市
で
育
ち
、
移
住

　
神
奈
川
県
平
塚
市
で
育
ち
、
移
住

す
る
直
前
は
宮
城
県
仙
台
市
で
ま
ち

す
る
直
前
は
宮
城
県
仙
台
市
で
ま
ち

づ
く
り
（
あ
す
と
長
町
）
の
仕
事
を

づ
く
り
（
あ
す
と
長
町
）
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
む
ら
交
流
き
こ
う
」
の
会

　
「
ま
ち
む
ら
交
流
き
こ
う
」
の
会

員
と
し
て
、
一
日
一
組
限
定
の
し
ま

員
と
し
て
、
一
日
一
組
限
定
の
し
ま

暮
ら
し
体
験
民
宿
「
民
泊
・
ぶ
う
さ

暮
ら
し
体
験
民
宿
「
民
泊
・
ぶ
う
さ

ん
家
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ん
家
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。

問
趣
味
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
趣
味
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
呑
ん
で
食
っ
て
早
く
寝
る
こ
と
で

答
呑
ん
で
食
っ
て
早
く
寝
る
こ
と
で

す
。（
笑
）

す
。（
笑
）

問
初
め
て
議
員
に
立
候
補
し
た
時
の

問
初
め
て
議
員
に
立
候
補
し
た
時
の

理
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

理
由
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
役
場

答
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
役
場

で
あ
り
、
頭
に
き
て
そ
の
勢
い
で
立

で
あ
り
、
頭
に
き
て
そ
の
勢
い
で
立

候
補
を
決
意
。
投
票
日
ま
で
１
か
月

候
補
を
決
意
。
投
票
日
ま
で
１
か
月

を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

問
今
田
議
員
と
い
え
ば
、
ふ
る
さ
と

問
今
田
議
員
と
い
え
ば
、
ふ
る
さ
と

留
学
の
し
ま
親
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

留
学
の
し
ま
親
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
感
想
を
聞
か
せ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

答
小
値
賀
町
に
と
っ
て
高
校
は
必
要

答
小
値
賀
町
に
と
っ
て
高
校
は
必
要

で
す
。

で
す
。

　
ぼ
く
た
ち
夫
婦
が
そ
の
た
め
に
何

　
ぼ
く
た
ち
夫
婦
が
そ
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
た
時
に
「
し
ま

が
で
き
る
か
を
考
え
た
時
に
「
し
ま

親
」
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

親
」
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

　
家
庭
環
境
も
違
う
子
の
受
け
入
れ

　
家
庭
環
境
も
違
う
子
の
受
け
入
れ

は
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

は
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
と
か
な
り
ま
す
。

ん
が
、
何
と
か
な
り
ま
す
。

　
孫
の
気
分
で
楽
し
い
こ
と
も
た
く

　
孫
の
気
分
で
楽
し
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

問
議
員
と
し
て
の
一
番
の
成
果
は
。

問
議
員
と
し
て
の
一
番
の
成
果
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
一
般
質
問
は

答
こ
れ
ま
で
に
一
般
質
問
は
3131
回
、
回
、

そ
の
う
ち
人
口
減
少
対
策
や
ふ
る
さ

そ
の
う
ち
人
口
減
少
対
策
や
ふ
る
さ

と
留
学
制
度
に
関
す
る
こ
と
が

と
留
学
制
度
に
関
す
る
こ
と
が
1010

回
。
回
。

　
微
力
で
す
が
、
少
し
ず
つ
前
に
進

　
微
力
で
す
が
、
少
し
ず
つ
前
に
進

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

問
今
後
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
目

問
今
後
の
議
員
活
動
に
つ
い
て
、
目

標
や
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

標
や
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
る

　
ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
る

の
か
具
体
的
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ

の
か
具
体
的
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
い
。

答
小
値
賀
の
子
ど
も
た
ち
に
な
る
べ

答
小
値
賀
の
子
ど
も
た
ち
に
な
る
べ

く
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
考
え
て

く
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
と
に
か
く
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て

　
と
に
か
く
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

ボ
ケ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

問問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

質疑の数は議員随一だ。質疑の数は議員随一だ。

じ
ゃ
な
い
…

(23)

※１）地域探究活動とは？
　小値賀町の課題を自ら調査研究し、解決策を提案する実践型の学
習プログラム。 
※ 2） 夢アイデアコンテストとは？
　平成 14 年から続く建設コンサルタンツ協会九州支部主催のまち
づくりに関する提案の募集。2024 年の交流会は総勢 121 名が参
加し、ジュニアの部 3 名、一般の部７組の応募者による夢アイデ
ア発表が実施されました。

　
「
最
初
は
正
直
、
形
に
す
る
こ
と

　
「
最
初
は
正
直
、
形
に
す
る
こ
と

だ
け
に
必
死
で
し
た
」
と
、
メ
ン
バ

だ
け
に
必
死
で
し
た
」
と
、
メ
ン
バ

ー
は
振
り
返
り
ま
す
。

ー
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
修
学
旅
行
中
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

　
修
学
旅
行
中
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
練
習
に
励
み
、
先
生
方
の
協

ョ
ン
の
練
習
に
励
み
、
先
生
方
の
協

力
も
得
な
が
ら
本
番
に
臨
み
ま
し

力
も
得
な
が
ら
本
番
に
臨
み
ま
し

た
。
た
。

　

書
類
選
考
か
ら
本
選
へ
と
進
み
、

　

書
類
選
考
か
ら
本
選
へ
と
進
み
、

建
設
・
土
木
分
野
の
専
門
家
た
ち
の

建
設
・
土
木
分
野
の
専
門
家
た
ち
の

前
で
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

前
で
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
の
喜
び
は
、
家
族
や
地
域
の

　
受
賞
の
喜
び
は
、
家
族
や
地
域
の

方
々
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

方
々
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

　
「
家
族
か
ら
す
ご
い
ね
と
言
わ
れ
、

　
「
家
族
か
ら
す
ご
い
ね
と
言
わ
れ
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」、「
地
域
の

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」、「
地
域
の

方
々
か
ら
期
待
の
目
で
見
ら
れ
て
い

方
々
か
ら
期
待
の
目
で
見
ら
れ
て
い

る
の
を
感
じ
ま
す
」
と
、
受
賞
後
の

る
の
を
感
じ
ま
す
」
と
、
受
賞
後
の

反
響
を
活
き
活
き
と
語
っ
て
く
れ
ま

反
響
を
活
き
活
き
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

し
た
。

い
き
た
い
」
と
私
た
ち
も
見
習
う
べ

い
き
た
い
」
と
私
た
ち
も
見
習
う
べ

姿
勢
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

姿
勢
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
柔
軟
な
発
想
と
情
熱
で
、
小
値
賀

　
柔
軟
な
発
想
と
情
熱
で
、
小
値
賀

の
観
光
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
も
う

の
観
光
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
も
う

と
す
る
彼
ら
の
姿
は
、
地
域
活
性
化

と
す
る
彼
ら
の
姿
は
、
地
域
活
性
化

に
お
け
る
若
者
の
可
能
性
を
示
す
希

に
お
け
る
若
者
の
可
能
性
を
示
す
希

望
に
満
ち
た
挑
戦
と
言
え
ま
す
。

望
に
満
ち
た
挑
戦
と
言
え
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
全
力
で
協
力
し
た

　
議
会
と
し
て
も
全
力
で
協
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
！

い
と
思
い
ま
す
！
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地 域 探 究地 域 探 究
夢・アイデアコンテスト夢・アイデアコンテスト

最 優 秀 賞最 優 秀 賞 ！！！！

北松西高校
北松西高校　

北
松
西
高
校
で
の
地
域
探
究
活
動

　
北
松
西
高
校
で
の
地
域
探
究
活
動

（
＊
１
）

（
＊
１
）
活
動
を
通
じ
て
、
高
校
生

活
動
を
通
じ
て
、
高
校
生

た
ち
が
小
値
賀
の
観
光
振
興
に
挑
戦

た
ち
が
小
値
賀
の
観
光
振
興
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
「
夢・ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
夢・ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
（
＊
（
＊

２２))

」（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

」（
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

主
催
）
で
の
受
賞
を
契
機
に
、
彼
ら

主
催
）
で
の
受
賞
を
契
機
に
、
彼
ら

の
活
動
は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

の
活
動
は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。

インタビューに応じる受賞メンバーインタビューに応じる受賞メンバー
（71 回生：現在 3 年生）（71 回生：現在 3 年生）

考えや受け答えがしっかりしており考えや受け答えがしっかりしており
とても頼もしいとても頼もしい

　
彼
ら
の
提
案
は
、
小
値
賀
の
観
光

　
彼
ら
の
提
案
は
、
小
値
賀
の
観
光

に
お
け
る
課
題
を
鋭
く
分
析
し
て
い

に
お
け
る
課
題
を
鋭
く
分
析
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
主
要
な
観
光
地
へ
の
道
の
分
か
り

　
主
要
な
観
光
地
へ
の
道
の
分
か
り

に
く
さ
と
い
う
課
題
に
対
し
、
費
用

に
く
さ
と
い
う
課
題
に
対
し
、
費
用

を
か
け
ず
に
解
決
策
を
模
索
し
て
い

を
か
け
ず
に
解
決
策
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
「
観
光
客
が
小
値
賀
に
興
味
を
持

　
「
観
光
客
が
小
値
賀
に
興
味
を
持

ち
、
さ
ら
に
は
移
住
を
考
え
る
き
っ

ち
、
さ
ら
に
は
移
住
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
、
彼
ら
は
地
域

か
け
に
な
れ
ば
」
と
、
彼
ら
は
地
域

の
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

の
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
受
賞
後
、
彼
ら
の
意
識
は
大
き
く

　
受
賞
後
、
彼
ら
の
意
識
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

変
化
し
ま
し
た
。

　

単
に
「
形
に
す
る
」
こ
と
か
ら
、

　

単
に
「
形
に
す
る
」
こ
と
か
ら
、

行
政
や
民
間
事
業
者
と
の
連
携
、
観

行
政
や
民
間
事
業
者
と
の
連
携
、
観

光
客
の
視
点
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
思

光
客
の
視
点
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
思

考
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

考
へ
と
進
化
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
議
会
発
表
を
待
た
ず
に

　
さ
ら
に
「
議
会
発
表
を
待
た
ず
に

事
業
者
へ
提
案
・
連
携
し
実
践
し
て

事
業
者
へ
提
案
・
連
携
し
実
践
し
て



 　

小値賀町議会小値賀町議会
FacebookFacebook

小値賀町議会小値賀町議会
YouTubeYouTube

編

集

後

記

編

集

後

記

『『ギカイの窓ギカイの窓』』も開いています！も開いています！

　
３
月
定
例
会
議
で
は
令
和
７
年

度
予
算
が
決
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し

て
、
そ
れ
が
い
っ
た
い
自
分
自
身

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か

真
剣
に
考
え
る
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

　
日
々
を
忙
し
く
過
ご
さ
れ
、
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
な
が
ら
実
は
そ
れ
が
健

全
な
状
態
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
行
政
や
政
治
に
興
味
が
な
い
と

い
う
の
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
議
員
は
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も
聴

き
ま
す
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て「
こ

ん
な
に
や
っ
て
る
」、「
こ
ん
な
に

大
変
だ
」
と
い
う
反
論
は
無
意
味

で
す
。

　
町
の
人
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
暮

ら
し
が
少
し
で
も
良
く
な
っ
て
ひ

と
つ
で
も
笑
顔
が
増
や
せ
る
よ
う

に
行
動
す
る
の
が
議
員
の
役
目
で

あ
っ
て
、
先
に
称
賛
を
求
め
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ん
と

思
い
ま
す
。

 　
　
　
編
集
委
員　
橋
本 

武
士

　電　話　0959-56-3111　役場内議会事務局　
　メール　gikaisodan@town.ojika.lg.jp

編集：小値賀町議会広報常任委員会　　｜　　発行責任者：小値賀町議会議長編集：小値賀町議会広報常任委員会　　｜　　発行責任者：小値賀町議会議長

告告知ッ知ッ！！
出前議会開催！出前議会開催！

　
恒
例
の
出
前
議
会
の
時
期
が
近
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
！

　
恒
例
の
出
前
議
会
の
時
期
が
近
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
！

55
〜〜
６６
月
ま
で
、
議
員
が
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
へ

月
ま
で
、
議
員
が
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
へ

伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
議
会
や
町
政
に
対
す
る
ご
意

伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
議
会
や
町
政
に
対
す
る
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　
予
算
等
に
関
す
る
ご
質
問
に
も
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

　
予
算
等
に
関
す
る
ご
質
問
に
も
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

お
答
え
し
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な

お
答
え
し
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
な

く
ご
質
問
く
だ
さ
い
！

く
ご
質
問
く
だ
さ
い
！

　
日
程
の
詳
細
は
、後
日
回
覧
板
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
日
程
の
詳
細
は
、後
日
回
覧
板
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
！

ま
す
！

あ
な
た
の
意
見
が

あ
な
た
の
意
見
が

　
　
　
小
値
賀
を

　
　
　
小
値
賀
を
変
え
る
！

変
え
る
！

昨年の出前議会の様子昨年の出前議会の様子

多数のご意見ありがとうございました！多数のご意見ありがとうございました！


